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This article is a study of linguistic phenomena which occur in Japanese TV news 
programs. In those programs, important elements are often moved rightward in various 
ways. In a typical case, the first sentence of one news story lacks important elements, 
which appear in the following context gradually. Those elements include grammatically 
required arguments and important information. Another way to move important elements 
rightward in Japanese is to use noun phrases instead of sentences. This way enables us to 
move nouns with important information rightward because Japanese is a head-final 
language. 
This article examines these two ways to move important elements rightward. And I refer 
to examples in 1970s and try to show how the linguistic phenomena started to appear, in 
order to reveal factors which cause the phenomena. In the examples, the first sentences 
have all the grammatically required elements but do not state the themes of the news 
stories. This type of text structure seems to have developed and led to structures with 
sentences which lack grammatically required elements. 
Furthermore, I show that these linguistic phenomena can be related to education in 












                                                                                                                                                  





































（「ニュース 7」NHK、2011 年 6 月 24 日放送、轟 2013:170） 
（2）700 万円払った部下もいました。 
 （「ニュースウォッチ 9」NHK、2007 年 12 月 21 日放送、轟 2008:125） 
（3）洪水の被害はいつまで続くのでしょうか。 
（「ニュース 7」NHK、2011 年 11 月 12 日放送、轟 2011:5） 
（4）早くも梅雨入りです。 
（「ニュース 7」NHK、2013 年 5 月 27 日放送、轟 2013:170） 
（5）中国でも人気です。 
（「ニュース 7」NHK、2014 年 11 月 28 日放送、轟 2014b:83） 
（6）むしゃくしゃしてやった。 




（7）雪の中、暖房の効かない列車に 8 時間近く閉じ込められました。 
（「ニュース 7」NHK、2014 年 12 月 3 日放送、ibid., 83） 
（8）大型連休最終日の今日、大きな事故につながりかねないトラブルが起きました。 
（「ニュースウォッチ 9」NHK、2013 年 5 月 6 日放送） 
（9）巨大な自動車運搬船が関係した可能性が出てきました。 
（「ニュースウォッチ 9」NHK、2013 年 6 月 24 日放送） 
（10）地域によっては出産ができなくなるかもしれません。 
（「おはよう日本」NHK、2014 年 12 月 1 日放送） 
（11）今年 3 月期 1200 億円の黒字の見通しが、一転して 378 億円の赤字です。 








（12）*John put on the table. （中村、他 1989:77） 
（13）*ジョンはテーブルの上に置いた。（轟 2013:170） 
 








































（「ニュース 7」NHK、2014 年 12 月 1 日放送、轟 2014b:90） 
（19）（cf.（7））雪の中、暖房の効かない列車に 8 時間近く閉じ込められました。今朝山形市
と仙台市を結ぶ JR 仙山線で雪の影響で停電が発生し、およそ 300 人を乗せ
た快速列車が動けなくなりました。ようやく動き出したのはおよそ 8 時間後
でした。 










沖合 300 キロ。浮かんでいるのは、2 つに割れた漁船。その船首部分です。
さらに、離れたところには、沈没しかかった船尾部分。高知県須崎市のまぐ










（「おはよう日本」NHK、2014 年 12 月 1 日放送） 





























































































（「おはよう日本」NHK、2007 年 8 月 23 日放送、轟 2007:126、下線は筆者） 
（28）吸引すると興奮作用があり、幻覚や幻聴の症状が出ることもある脱法ハーブ。 
（「ニュースウォッチ 9」NHK、2012 年 6 月 12 日放送、轟 2014a:35） 
（29）幾多の困難を乗り越え、地球から 3 億キロ離れた小惑星の微粒子を持ち帰った探査機は
やぶさ。 















































































 このような例が示すように、談話としての要点後置の構造は 1974 年のニュースの段階です
でに見られる。このニュース番組では、上に挙げた例の他にもこのような構造が出現している。









































The (   ) (   ) (   ) (   ) my daughter. 
1 is  2 reading  3 girl  4 a book 
（佐藤、他 2007:28） 
 
(35)に対する教科書の解答では、「本を読んでいる女の子」に対応する英語は “the girl reading 
a book”となっている。（下線部が主要部である。）これに対し、轟（2007）が指摘するように“*the 
reading a book girl” という誤った答えがしばしば見られる。比較のために、この名詞句の一
部となっている「本を読んでいる」の部分を、誤解答から句として取り出してみると、この部






（36）a. the children playing in the park 
b. the boys who attend a co-educational school 
c. the excited fans 







































































































































4 「『奥さん』という語は[[X の]奥さん]のようにパラメータ X を要求する非飽和名詞」（西山 
2011:176）この点で、「部下」は「奥さん」と似ている。 
5 「消えて解けてしまった」という表現は、原文のままである。 
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